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人
権
が
尊
重
さ
れ
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

と
も
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
。

　
市
で
は
、
男
女
が
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任

も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定

　
平
成
24
年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間
が
終

わ
る
「
男
女
平
等
参
画
る
も
い
プ
ラ
ン
」

の
中
で
展
開
し
て
き
た
施
策
を
基
盤
に
、

平
成
25
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
を
期
間
と

す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
昨
年
10
月
よ

り
市
民
検
討
会
議
を
５
回
開
催
し
、
現
計

画
の
検
証
、
各
施
策
の
内
容
や
方
向
性
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
意
見
を
計
画

策
定
に
反
映
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
や
、

12
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
求
め
ま

し
た
。

　
新
た
な
課
題
も
踏
ま
え
つ
つ
、
男
女
が

互
い
に
認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
尊
重
し

合
う
調
和
の
と
れ
た
社
会
形
成
と
、
男
女

が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
一
層

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標 

Ⅰ

男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
た

意
識
の
変
革

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
て
い
く
た
め
の

広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
学
習
機
会
や
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
個
性
を
重
視
し
、
お
互
い
を
認
め
合

う
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
は
、
日
本

だ
け
で
は
な
く
世
界
的
な
規
模
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
視
野
を
養
い
、
理

解
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
交
流
事
業
や
平

和
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標 

Ⅱ

家
庭
・
職
場
・
地
域
社
会
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
社
会
の
様
々
な
分
野
で
、
男
女
が
共
同

し
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
政
策
・

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
が
と
も
に
、
家
庭
生
活
に

お
い
て
家
事
や
子
育
て
を
協
力
し
、
身
近

な
地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
画
で
き
る
よ
う
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

基
本
目
標 

Ⅲ

多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
可
能
に

す
る
環
境
の
整
備

　
男
女
が
様
々
な
分
野
に
お
い
て
平
等
に

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
た

め
に
、
と
も
に
自
分
に
あ
っ
た
生
き
方
を

選
択
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
充
実

し
た
人
生
が
送
れ
る
よ
う
、
生
活
上
の

様
々
な
面
に
お
け
る
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
意
識
の
変
革
に
は
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
た
表
現
や
情
報
提
供
に
よ
り

そ
の
理
念
を
伝
え
、
意
識
改
革
を
図
る
た

め
の
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

政
策
・
方
針
決
定
過
程
や
、
地
域
活
動
に

お
け
る
男
女
双
方
の
参
画
を
推
進
す
る
た

め
の
情
報
提
供
、学
習
機
会
の
提
供
な
ど
、

家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
に
お
い
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
策
定
し

た
計
画
に
基
づ
き
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
25
年
度
か
ら
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

　　　　　　　　　男女共同参画の実現に向けた意識の変革

基本方向 今後の方向性

男女共同参画の啓発の推進
各種メディアを活用した広報・啓発
活動と国際的視野を広める情報提供
に努めます。

男女共同の視点に立った教育の推進 家庭・学校教育・社会教育に関する
学習支援、各種情報の提供に努めます。

性の尊重など女性の人権についての認識の浸透 暴力の根絶・性の尊重に基づく啓発
活動や相談活動を推進します。

　　　　　　　　　家庭・職場・地域社会における男女共同参画の推進

基本方向 今後の方向性

政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
女性の参画・登用の促進を図り、審議
会などあらゆる分野での登用率50％
を目指します。

男女の職業生活と家庭生活の両立の支援 地域での子育て支援体制の確立、育児
環境の整備に努めます。

就労などの場における男女共同の確保
男女雇用機会均等法や育児休業制度に
関する啓発に努め、仕事と生活の調和
のとれた社会の構築を目指します。

農林水産業･自営業における男女共同参画の推進
農林水産業に従事する女性の就業労働
環境の整備、家族経営協定の普及啓発
に努めます。

地域社会における男女共同参画の促進
ボランティア活動やNPOなどの活動の
参加促進のため、環境整備やリーダー
養成・活動拠点の充実を図ります。

男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶 暴力を根絶するための啓発、相談機能
の充実を図ります。

　　　　　　　　　多様なライフスタイルを可能にする環境の整備

基本方向 今後の方向性

生涯学習の推進
男女が共に学び合える学級講座の開発
や文化・芸術・スポーツを通した生涯
学習機会の拡充を図ります。

生涯にわたる健康づくりの推進
男女の性差を踏まえ、各ライフステー
ジに応じて適切な健康保持・増進がで
きる支援に取り組みます。

高齢者などが安心して暮らせる環境の整備
企業や労働者への介護休業制度の周知・
啓発の推進、社会全体における課題への
理解、問題意識の共有の促進を図ります。

相談・支援機能の充実
生活相談事業の充実など各関係機関と
連携・協力し相談機能や支援体制の充
実を図ります。

基本目標 Ⅰ

基本目標 Ⅱ

基本目標 Ⅲ

　男女共同参画基本計画の
詳しい内容については、市
ホームページ地域振興部政
策調整課へアクセスしてご
覧ください。

http://www.e-rumoi.jp
留萌市


